
の目的：

の目的：

知 思 態 時数単元の具体的な指導目標

【知識及び技能】
鉄筋コンクリート構造の構造形式・設計順序・設計方法を理解さ
せ、建築物を美しく合理的に設計する技術を身に付け、建築設計
に関する総合的な知識を養う。
【思考力、判断力、表現力等】
上記の課題について思考・判断し、表現できる能力を身に付けさ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
上記の課題に興味・関心をもたせ、意欲的に学習に取り組む態度
を養う。

1
学
期

令和７年度　年間授業計画　

教科・科目 工業・製図 単位数

対象学年・組 ３学年建築科 教科担任

指導項目・内容

第４章　鉄筋コンクリート構造の設計製図
店舗付事務所設計図
・指導事項
実例を通じて、鉄筋コンクリート構造の設計方法を
理解させる。
図面、写真等の建築資料を用いて、鉄筋コンクリー
ト構造の設計製図に対する興味・関心を高めるよう
にする。
・一人１台端末の活用、グループ討議　等

評価規準

【知識・技能】
課題の設計条件や設計の要点を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
上記の課題について思考・判断し、具体的
に表現できる能力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
上記の課題に興味・関心をもち、意欲的に
学習に取り組んでいる。

科目

工業の各分野について体系的・系統的に
理解するとともに、関連する技術を身に付
けるようにする。

【知識及び技能】

【思考力、判断力、表現力】

総合的な見地から的確に把握し考察を深
め，建築設計製図における基礎的・基本的
な知識を活用して適切に思考・判断し，創
意工夫した製図法で的確に表現する力を身
につけている。

田無工科高等学校
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ＡＡ：後藤・角田、ＡＢ：木﨑・角田

建築設計製図

必携　建築資料
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工業

製図

建築設計製図に関する基本的な概念や
総合的な把握の仕方を理解し，各種建築
工事における設計図書の意義や役割，作
図手順などの知識・技能を身につけてい
る。

【知識及び技能】

教科書
・

副教材

教科

建築設計製図の意義や役割の理解およ
び諸問題の解決を目指して，主体的に
学習に取り組むとともに，建築技術者
としての望ましい心構えや態度を身に
つけている。

豊かな人間性を育み、よりよい社
会の構築を目指して自ら学び、工
業の発展に主体的かつ協働的に取
り組む態度を養う。

【思考力、判断力、表現力  】

工業技術に関する課題を発見し、職業
人に求められる倫理観を踏まえ合理的
かつ創造的に解決する力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

【学びに向かう力、人間性等】

【知識及び技能】
日本の原始から近世にいたるまでの住宅建築について、
各時代の建築様式の特徴等を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
上記の内容について思考・判断し、表現できる能力を身
に付けさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
日本の原始から近世にいたるまでの住宅建築について、
各時代の建築様式の特徴等に関心をもたせ、意欲的に取
り組む態度を養う。

　第１節　日本の建築（原始から近世まで）
　１．住宅建築
・指導事項
日本の原始から近世にいたるまでの住宅建築につい
て、各時代の建築様式の特徴等を理解させる。
図面や写真、映像など視覚的な教材を活用して、各
時代の建築様式の造形や空間の特徴について理解を
はかる。
・一人１台端末の活用、グループ討議　等

【知識・技能】
日本の原始から近世にいたるまでの住宅建築につ
いて、各時代の建築様式の特徴等を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
上記の内容について思考・判断し、表現できる能
力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
日本の原始から近世にいたるまでの住宅建築につ
いて、各時代の建築様式の特徴等の理解に意欲的
に取り組んでいる。

● ●

●

● 12

【知識及び技能】
日本の原始から近世にいたるまでの宗教建築について、各時代の
建築様式の特徴等を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
上記の内容について思考・判断し、表現できる能力を身に付けさ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
日本の原始から近世にいたるまでの宗教建築について、各時代の
建築様式の特徴等に関心をもたせ、意欲的に取り組む態度を養
う。

　２．宗教建築
・指導事項
日本の原始から近世にいたるまでの宗教建築について、各
時代の建築様式の特徴等を理解させる。
図面や写真、映像など視覚的な教材を活用して、各時代の
建築様式の造形や空間の特徴について理解をはかる。
・一人１台端末の活用、グループ討議　等

【知識・技能】
日本の原始から近世にいたるまでの宗教建築につ
いて、各時代の建築様式の特徴等を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
上記の内容について思考・判断し、表現できる能
力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
日本の原始から近世にいたるまでの宗教建築につ
いて、各時代の建築様式の特徴等の理解に意欲的
に取り組んでいる。
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【知識及び技能】
日本の原始から近世にいたるまでの都市について、都市建設の目
的と各時代における都市の特徴を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
都市建設の目的と、現代都市との関係や問題点などについて思
考・判断し、表現できる能力を身に付けさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
日本の原始から近世にいたるまでの都市について、都市建設の目
的と各時代における都市の特徴の理解に意欲的に取り組む態度を
養う。

　３．都市
・指導事項
日本の原始から近世にいたるまでの都市につ
いて、都市建設の目的と各時代における都市
の特徴を理解させる。
図面や写真、映像など視覚的な教材を活用し
て、各時代の都市空間の特徴について理解を
はかる。
・一人１台端末の活用、グループ討議　等

【知識・技能】
日本の原始から近世にいたるまでの都市につい
て、都市建設の目的と各時代における都市の特徴
を理解している。
【思考・判断・表現】
都市建設の目的と、現代都市との関係や問題点な
どについて思考・判断し、表現できる能力を身に
つけている。
【主体的に学習に取り組む態度】
日本の原始から近世にいたるまでの都市につい
て、都市建設の目的と各時代における都市の特徴
の理解に意欲的に取り組んでいる。
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２
学
期

３
学
期

【知識及び技能】
西洋の古代から中世にいたるまでの代表的な地域・時代の建築の
移り変わりをはじめ、それぞれの地域や時代の建築様式の特徴に
ついて理解させる。
【思考力、判断力、表現力】
上記の内容について思考・判断し、表現できる能力を身に付けさ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
西洋の古代から中世にいたるまでの代表的な地域・時代の建築の
移り変わりに関心をもち、それぞれの地域や時代の建築様式の特
徴の理解に意欲的に取り組む態度を養う。

　第２節　西洋の建築（古代から近世まで）　　１．古代
の建築
２．中世の建築

・指導事項
西洋の古代から中世にいたるまでの代表的な地域・時代の
建築の移り変わりをはじめ、それぞれの地域や時代の建築
様式の特徴について理解させる。
・一人１台端末の活用、グループ討議　等

【知識及び技能】
西洋の近世の代表的な地域・時代の建築の移り変わりをはじめ、
それぞれの地域や時代の建築様式の特徴について理解させる。
【思考力、判断力、表現力】
上記の内容について思考・判断し、表現できる能力を身に付けさ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
西洋の近世の代表的な地域・時代の建築の移り変わりに関心をも
ち、それぞれの地域や時代の建築様式の特徴の理解に意欲的に取
り組む態度を養う。

３．近世の建築

・指導事項
西洋の近世の代表的な地域・時代の建築の移
り変わりをはじめ、それぞれの地域や時代の
建築様式の特徴について理解させる。
・一人１台端末の活用、グループ討議　等

【知識及び技能】
明治維新以降の日本の近代建築運動の展開と、各運動の理念およ
び建築的特徴について理解させる。
【思考力、判断力、表現力】
上記の内容について思考・判断し、表現できる能力を身に付けさ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
明治維新以降の日本の近代建築運動の展開について関心をもち、
各運動の理念および建築的特徴の理解に意欲的に取り組む態度を
養う。

　　３．日本の近代建築

・指導事項
明治維新以降の日本の近代建築運動の展開と、各運
動の理念および建築的特徴について理解させる。
・一人１台端末の活用、グループ討議　等

【知識・技能】
明治維新以降の日本の近代建築運動の展開と、各
運動の理念および建築的特徴について理解してい
る。
【思考・判断・表現】
上記の内容について思考・判断し、表現できる能
力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
明治維新以降の日本の近代建築運動の展開につい
て関心をもち、各運動の理念および建築的特徴の
理解に意欲的に取り組んでいる。
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【知識及び技能】
第二次世界大戦以後の日本の建築の展開と、その時代背
景および建築的特徴について理解させる。
【思考力、判断力、表現力】
上記の内容について思考・判断し、表現できる能力を身
に付けさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
第二次世界大戦以後の日本の建築の展開について関心を
もち、その時代背景および建築的特徴の理解に意欲的に
取り組む態度を養う。

　　２．日本の現代建築

・指導事項
第二次世界大戦以後の日本の建築の展開と、
その時代背景および建築的特徴について理解
させる。
・一人１台端末の活用、グループ討議　等

【知識・技能】
第二次世界大戦以後の日本の建築の展開と、その
時代背景および建築的特徴について理解してい
る。
【思考・判断・表現】
上記の内容について思考・判断し、表現できる能
力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
第二次世界大戦以後の日本の建築の展開について
関心をもち、その時代背景および建築的特徴の理
解に意欲的に取り組んでいる。

【知識及び技能】
第二次世界大戦以後の世界の建築の展開と、その時代背
景および建築的特徴について理解させる。
【思考力、判断力、表現力】
上記の内容について思考・判断し、表現できる能力を身
に付けさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
第二次世界大戦以後の世界の建築の展開について関心を
もち、その時代背景および建築的特徴の理解に意欲的に
取り組む態度を養う。

　第４節　現代の建築
　　１．世界の現代建築

・指導事項
第二次世界大戦以後の世界の建築の展開と、
その時代背景および建築的特徴について理解
させる。
・一人１台端末の活用、グループ討議　等

【知識・技能】
第二次世界大戦以後の世界の建築の展開と、その
時代背景および建築的特徴について理解してい
る。
【思考・判断・表現】
上記の内容について思考・判断し、表現できる能
力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
第二次世界大戦以後の世界の建築の展開について
関心をもち、その時代背景および建築的特徴の理
解に意欲的に取り組んでいる。
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【知識・技能】
西洋の近世の代表的な地域・時代の建築の移り変
わりをはじめ、それぞれの地域や時代の建築様式
の特徴について理解している。
【思考・判断・表現】
上記の内容について思考・判断し、表現できる能
力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
西洋の近世の代表的な地域・時代の建築の移り変
わりに関心をもち、それぞれの地域や時代の建築
様式の特徴の理解に意欲的に取り組んでいる。
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【知識・技能】
西洋の古代から中世にいたるまでの代表的な地域・時代の
建築の移り変わりをはじめ、それぞれの地域や時代の建築
様式の特徴について理解している。
【思考・判断・表現】
上記の内容について思考・判断し、表現できる能力を身に
付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
西洋の古代から中世にいたるまでの代表的な地域・時代の
建築の移り変わりに関心をもち、それぞれの地域や時代の
建築様式の特徴の理解に意欲的に取り組んでいる。
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【知識及び技能】
産業革命以後の西洋の近代建築運動の展開と、各運動の理念およ
び建築的特徴について理解させる。
【思考力、判断力、表現力】
上記の内容について思考・判断し、表現できる能力を身に付けさ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
産業革命以後の西洋の近代建築運動の展開について関心をもち、
各運動の理念および建築的特徴の理解に意欲的に取り組む態度を
養う。

　第３節　近代の建築
　　１．ヨーロッパの近代建築
　　２．アメリカの近代建築

・指導事項
産業革命以後の西洋の近代建築運動の展開と、各運動の理
念および建築的特徴について理解させる。
・一人１台端末の活用、グループ討議　等

【知識・技能】
産業革命以後の西洋と日本の近代建築運動の展開
と、各運動の理念および建築的特徴について理解
している。
【思考・判断・表現】
上記の内容について思考・判断し、表現できる能
力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
産業革命以後の西洋と日本の近代建築運動の展開
について関心をもち、各運動の理念および建築的
特徴の理解に意欲的に取り組んでいる。
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ＲＣ構造の設計製図
(立面図・断面図)

鉄筋コンクリート構造の店舗をも
とに、ＪＩＳ建築製図を学習させ
る。

・設計者の立場で構想を具体的な形
に示す知識・技能を身に付ける
・形は線で示すが記号や数字・文字
などによって、より具体的に現実の
形を読み取れるようにする。
・知識・技能、思考力・判断力・表
現力を身に付けるために積極的に取
り組む姿勢
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合計


